
 

 

平成３０年度 愛知学泉短期大学シラバス 

 

科目番号 科目名 担当者名 
基礎・専門

別 
単位数 

選択・必修

別 

開講 

年次 

37101 
レクリエーション論 

Recreation theory 
山口 榮三 専門 ２ 選択 1・２年  前期

科目の概要 

少子高齢社会の日本社会において活躍を期待されるレクリエーション・インストラクター（以下「レク・インストラクター」）はレクリ

エーション「市民サービス事業」を推進する人材として期待されている。21 世紀の社会とレクリエーション運動の役割、レクリエ

ーション支援とその方法を基礎理論の中心におきながら、インストラクターとして必要なコミュニケーション技能について考察し

講義及び支援実習を行う。また、レク・インストラクターを目指す人に最新情報も併せて提供する。 

学習・教育内容 達成目標 

① レクリエーション(以下「レク」)の考え方を学ぶ。 

② レクの歩みを学ぶ。 

③ レクの展開状況を学ぶ。 

④ レクの企画方法を身につける。 

⑤ レクの援助方法を身につける。 

① レクの考え方を簡潔に発表・説明ができる。 

② レクの歩みを簡潔に発表・説明ができる。 

③ レクの展開状況を簡潔に発表・説明ができる。 

④ レクの企画ができる。 

⑤ レクの支援ができる。 

学生に発揮させる社会人 

基礎力の能力要素 
学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例 

 

前 に 踏

み 出 す

力 

主体性 次回の授業内容について、テキストの該当個所や関連する内容を確認し、予習をした。 

働きかけ力 
グループワークなどのチームで話し合って課題を解決する時、意見がでるように積極的に働

きかける。 

実行力 
授業において、成績、知識・技術の習得に向け、どのように取り組むかの目標を持ってい

る。 

 

 

考 え 抜

く力 

課題発見力 科目に対して、どのような姿勢で取り組んだらよいかを考え行動する。 

計画力 授業の成果を上げるため、自分の学修計画を立てることができる。 

創造力 「私ならこう考える」「このようにした方が良い」と、発想する習慣をつける。 

 

 

 

チ ー ム

で 働 く

力 

発信力 
相手が自分の話しを正しく理解しているかどうか、相手の反応を見て、状況に合わせて話せ

る。 

傾聴力 話を聞く時は、うなずきやあいずちをしながら聞く。 

柔軟性 立場によって、意見や考え方が違うということを理解し対応できる。 

情況把握力 自分以外にも質問や意見のある人がいることに配慮した。 

規律性 指示やルールが曖昧になった時は、自分の解釈で進めず必ず確認する。 

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 ストレスを自己の成長のチャンスだと捉えることができる。 

テキスト及び参考文献 

テキスト：日本レクリエーション協会編著『楽しさをとおした心の元気づくり』２０１７年。 

     ～レクリエーション支援の理論と方法～  (日本レクリエーション協会発行 本体 1,800 円)を使用する。

参考文献：必要に応じて適宜紹介する。 

他科目との関連、資格との関連 

他教科との関連：レクリエーション実技の授業を履修すること。 

資格との関連：レクリエーション・インストラクター 保育士 幼稚園教諭 

学修上の助言 受講生とのルール 

・配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめておく

こと。 

・覚えることが多いので、テキストにある練習問題にチャレ

ンジし内容を整理してほしい。 

･ 欠席はしないこと。 

･ 授業を欠席したら、欠席分の課題をレポートにまとめ提

出すること(必須)。 

・ 授業中の私語は慎み、積極的に授業に参加すること。 

・ 配布プリントや資料は講義ノートに合わせてまとめておくこ

と。 

・ レク財を知るために、インターネットやメディア情報など、

積極的に情報 収集する意欲を持ってほしい。 
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【評価方法】 

評価方法 
評価の 

割合 

達成 

目標 
各評価方法、評価にあたって重視する点、評価についてのコメント 

筆記試験 

 
50 

① ✓ ・授業で学習した内容が理解されている。 

・問題を的確・適切に捉えられているか。 

・重要な点を把握しているか。 

・自身の見解を論理的な文章で論じているかを評価する。 

・誤字・脱字はないか。 

② ✓

③ ✓

④  

⑤  

小テスト 10 

① ✓ ・毎回の小テストの点数を平均して判定する。（各テスト１０点満点） 

① 授業で学習した内容の理解度を確認する。 

② 穴埋め問題と、択一形式問題を中心に出題する。 

・出題範囲は、各時点までの授業で学習した内容とする。 

② ✓

③ ✓

④  

⑤  

レポート 10 

① ✓ 授業で学習した内容が理解されている。 

・問題を的確・適切に捉えられているか。 

・重要な点を把握しているか。 

・自身の見解を論理的な文章で論じているかを評価する。 

・誤字・脱字はないか。 

② ✓

③ ✓

④  

⑤  

成果発表 

（口頭） 
10 

① ✓  

・プレゼンテーションの論理性・明瞭さを評価する。 

 

② ✓

③ ✓

④  

⑤  

作品 

（企画内容） 
 

   

   

  

  

  

社会人基礎力

（学修態度） 
10 

①  (主体性)：能動的な受講態度を評価する。（ポイントを的確に把握理解した支援

実技等） 

(実行力)：失敗を怖れず、やってみようとする果敢さを持って、取り組むことがで

きる。 

(課題発見能力)：現状を正しく認識するための情報収集や分析ができる。 

(創造力)：従来の常識や発想を転換し、新しいものや解決策を作り出すことがで

きる。 

(発信力)：支援実技の内容・意味を自分なりに十分に理解して支援している。 

発表の仕方を工夫してわかりやすく発表できる。 

(傾聴力)：相手の話を素直に聞くことができる。 

(規律性)：受講態度（遅刻、欠席、学習意欲欠如、課題やその他の提出物の未

提出、グループ活動への非協力など）が見られる場合は減点する。 

②  

③  

④  

⑤  

その他 10 

①  ・欠席は 1 回につき１ポイントの減点判定となる。 

・欠席レポートの提出（１回提出１ポイント） ②  

③  

④  

⑤  

総合評価・割

合 
100 

  定期試験 50％、小テスト 10％、レポート 10％、成果発表 10％、学修態度・その

他 20％ 

【達成目標の目安】 

達成レベルＳ（秀）及び A（優）の目安 達成レベル B（良）及びＣ（可）の目安 

上記の【評価方法】の内 90％以上を満たす場合を A（優）と

みなす目安とする。 

・授業で学習した内容の理解度が優れている。（55%） 

・自身の見解を優れて論理的な文章で論じている。（5%） 

・発表が優れて論理的である。(10%) 

・優れて能動的な受講態度であること。（積極的で、ポイント

を的確に理解した発言、発表等）（10%） 

・発表、発言等に優れて創造性、独自性がみられる。(10%) 

上記の【評価方法】の内 70％以上を満たす場合をＢ

（良）とみなす目安とする。 

・授業で学習した内容の理解度が良い。(50%) 

・自身の見解を論理的な文章で論じている。(5%) 

・発表が論理的である。(5%) 

・能動的な受講態度であること。（積極的で、ポイント

を的確に把握理解した発言、発表等）(5%) 

・発表、発言等に創造性、独自性がみられる。(5%) 
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週 学修内容 
授業の実施方法及び

フィードバック方法 
達成レベル C(可)の目安 予習・復習 

時間

（分）

能力

名

１週 

/ 

レク・インストラクターとは何か、何

を学習し、どのような技能を習得

するのかを確認する。レクの意味と

レク運動歴史を学ぶ。 

講義 
シラバスを理解ができてい

る。 

予 習 ： シ ラ バ ス 理

解。 

復習：講義のまとめ

180 規律性

２週 

/ 

レク・インストラクターの役割理解 

・現代社会の課題や問題に対して

レク・インストラクターの果たす役

割を考察する。 

 

講義と 

質疑応答 

グループ討議 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

学修計画を立てる。

復 習 ： 講 義 の ま と

め。 

180
課題発

見力 

３週 

/ 

レク支援の目標と理念：レク支援

が個人や地 

域社会にとって、どのような価値や

意義があ 

るのかを考察する。小テストを実施

① 

 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまと 

180 計画力

４週 

/ 

レク支援の展開と方法を学ぶ（1） 

・A-PIE プロセスを学び理解を

する。 

小テスト 

講義と 

質疑応答 

小テストが 60％以上理解

できる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復 習 ： 講 義 の ま と

め。 

180 主体性

５週 

/ 

レク支援の展開と方法を学ぶ（2） 

・ＣＳＳを学び理解をする。 

・小テストの実施② 

講義と 

質疑応答 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 主体性

６週 

/ 

レク支援の展開と方法を学ぶ（３）：

レク・イン 

ストラクターの役割は社会の課題

と結びつい 

ていることを認識した上で、求めら

れる役割 

を考える。課題レポートを実施①。 

講義と 

質疑応答 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復 習 ： 講 義 の ま と

め。 

 

180
主体性

７週 

/ 

レク組織の運営論（1）：市町村レク

協会の大 

きな課題は「クラブ」育成である。

そのクラブ 

の誕生と運営について考察する。 

小テスト 

講義 

小テストが 60％以上理解

できる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 発信力

８週 

/ 

レク組織の運営論（2）：今後レク・

インストラク 

ターとして所属する各市町村レク

協会の目 

的や活動内容運営方法を理解す

る。 

講義と 

質疑応答 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 発信力

能力名：①主体性 ②働きかけ力 ③実行力 ④課題発見力 ⑤計画力 ⑥創造力 ⑦発信力 ⑧傾聴力 

 ⑨柔軟性 ⑩情況把握力 ⑪規律性 ⑫ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
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数 学修内容 
授業の実施方法及び

フィードバック方法 
達成レベル C(可)の目安 予習・復習 

時間

（分）

能力

名

９週 

/ 

レク財とは：豊かな指導力とは対

象や指導場 

面に適したプログラム提供にある。

レク財に 

ついて考察する。小テストを実施

③ 

講義と質疑応答 
小テストが 60％以上でき

る。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 発信力

１０週 

/ 

レクサービス論（1）：「イベント」を

企画・準 

備・運営することはレク・インストラ

クター技能 

の役割の一つである。対象者にと

って魅力 

ある事業運営について考察する。 

小テスト 

講義 

小テストが 60％以上でき

る。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 計画力

１１週 

/ 

レクサービス論（2）：事業はけがや

事故がな 

くて成功、また事業終了評価は次

なる準備と言われている。何を評

価するのか、安全のポイントにつ

いて考察する。 

講義と 

質疑応答 

内容を理解し重要なポイン

トが、わかりやすく発表・説

明ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 発信力

１２週 

/ 

コミュニケーション・ワーク（1）：レ

ク・インストラクターは参加者が興

味・関心をもって楽しいという気持

ちを呼び起こす方法を考察する。

ホスピタリティートレーニングの体

験。 

 

演習形式の講義 

 

グループ一員として役割を

持ち、発言をする等、積極

的に係ることができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 創造力

１３週 

/ 

コミュニケーション・ワーク（2）：レ

ク・インストラクターは自己の性格

を十分に理解してセルフコントロ

ールが大切。コミュニケーショント

レーニングの体験。レポートを実

施②。 

演習形式の講義 

 

グループ一員として役割を

持ち。発言をする等、積極

的に係ることができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 傾聴力

１４週 

/ 

コミュニケーション・ワーク（3） 

集会やイベント等で人が集まる場

で、人と人とが和やかに知り合うた

めの方法であるアイスブレーキン

グを学ぶ。小テストを実施④ 

演習形式の講義 
小テストが 60％以上でき

る。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 主体性

１５週 

/ 

まとめ：レク・インストラクターの基

礎理解について総括しまとめを行

う。 

まとめレポート作成 

講義と 

質疑応答 

重要なポイントが整理さ

れ、わかりやすくまとめ発

表・レポート作成ができる。 

予習：テキストの該

当範囲を理解する。

復習：講義のまとめ

180 主体性

能力名：①主体性 ②働きかけ力 ③実行力 ④課題発見力 ⑤計画力 ⑥創造力 ⑦発信力 ⑧傾聴力 

 ⑨柔軟性 ⑩情況把握力 ⑪規律性 ⑫ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力 
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